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    第２９０号 

令和５年４月１日発行 

森林ボランティア 

     フォレスターうじ 

 

臨
時
活
動 

宇
治
市
か
ら
緑
の
募
金
に
よ
る
苗
木
七
本
を
受
領 

サ
ク
ラ
の
陽
当
た
り
を
遮
る
支
障
木
を
除
伐 

活
動
日 

 
 

三
月
六
日
（
月
） 

晴 

活
動
時
間 

 

十
時
～
十
四
時
三
十
分 

活
動
場
所 

 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 
 

会
員
五
名 

 

深
田
会
長
他
四
名
で
、
宇
治
市
森
林
組
合
岡
主
任
よ
り
緑

の
募
金
に
よ
る
苗
木
七
本
を
受
領
し
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て

購
入
し
た
防
鹿
柵
資
材
を
岡
主
任
に
確
認
し
て
も
ら
い
、
費

用
負
担
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
後
、
林
道
奥
の
桜
並
木
付
近
に

移
動
し
、
大
作
戦
の
森
に
仮
植
え
し
て
い
る
サ
ク
ラ
五
本
分

の
植
樹
場
所
を
確
認
し
穴
掘
り
を
行
っ
た
。 

早
め
に
昼
食
を
と
り
、
午
後
か
ら
は
山
口
会
員
も
加
わ
り
、

冒
険
の
道
入
口
近
く
の
林
道
南
側
で
、
サ
ク
ラ
の
陽
当
た
り

を
遮
る
コ
ナ
ラ
三
本
と
ソ
ヨ
ゴ
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
除
伐
。

昨
年
購
入
の
チ
ル
ホ
ー
ル
が
役
立
ち
、
安
全
に
伐
倒
で
き
た
。 

こ
こ
は
な
だ
ら
か
な
南
向
き
斜
面
で
、
適
切
に
除
伐
す
れ

ば
絶
好
の
植
樹
場
所
に
な
る
。
ま
た
、
東
側
も
除
伐
で
き
れ
ば

天
ケ
瀬
ダ
ム
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
将
来
は
公
園

の
名
所
に
な
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
晴
天
で
暖
か
な
陽
よ

り
の
中
、
夢
が
ふ
く
ら
ん
だ
。 

 
 
 
 

（
記 

林 

幸
広
） 

外
部
行
事 

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
主
催 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
に
参
加 

 

三
月
十
日
（
金
）
午
後
か
ら
、
本
会
七
名
を
含
む
六
団
体
十

四
名
と
京
都
府
三
名
が
参
加
し
、
天
ケ
瀬
森
林
公
園
に
お
い

て
ド
ロ
ー
ン
の
研
修
を
中
心
に
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

が
開
催
さ
れ
た
。
間
近
に
見
る
ド
ロ
ー
ン
の
性
能
に
び
っ
く

り
し
た
が
、
我
々
の
活
動
に
ど
う
利
用
す
る
か
は
課
題
が
多

か
っ
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
記 

木
曽 

宗
統
） 

三
月
定
例
活
動 

二
十
五
周
年
記
念
事
業
・
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
建
柱 

緑
の
募
金
に
よ
る
十
三
本
の
苗
木
植
樹 

活
動
日 

 
 

三
月
十
九
日
（
日
）
晴 

 
 
 

 

活
動
時
間 

 

九
時
三
十
分
～
十
五
時
三
十
分 

活
動
場
所 

 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 
 

会
員
十
六
名 

一
日
体
験
一
名 

  

い
つ
も
の
朝
礼
の
後
、
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
仕
上
げ
組

と
そ
れ
を
建
柱
す
る
穴
掘
り
組
と
桜
な
ど
の
苗
木
の
植

樹
組
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
リ
ー
ダ
ー
を
指
名
し
、
作
業
開

始
。
棚
卸
し
は
五
月
に
延
期
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

今
回
は
汗
を
か
く
ほ
ど
の
重
労
働
、
本
当
に
よ
く
働
い

た
。
み
ん
な
の
作
業
ぶ
り
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
動
画
で

お
見
せ
し
た
い
ほ
ど
だ
。
い
つ
も
の
お
昼
時
間
も
忘
れ
る

ほ
ど
だ
っ
た
。 

 

十
四
時
過
ぎ
、
全
員
で
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
建
柱
を
行

っ
た
。
あ
っ
ち
だ
こ
っ
ち
だ
、
と
喧
々
諤
々
と
言
い
な
が

ら
、
そ
れ
で
も
楽
し
く
建
柱
を
完
了
。
記
念
撮
影
（
左
の

写
真
）
も
行
っ
た
。
な
お
、
数
本
の
苗
木
を
植
樹
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
ま
た
対
策
を
考
え
る
こ
と
と
し
た
。 

 

終
礼
時
、
深
田
会
長
が
退
会
す
る
粟
津
監
査
役
、
久
保

井
会
員
に
労
い
の
言
葉
を
、
お
二
人
か
ら
は
お
礼
の
言

葉
。
達
成
感
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
一
日
だ
っ
た
。 

（
記 

木
曽 

宗
統
） 

三
月
特
別
活
動 

ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
苗
木
植
樹
と 

緑
の
募
金
に
よ
る
桜
の
苗
木
植
樹 

活
動
日 

 
 

三
月
五
日
（
日
） 

晴 

活
動
時
間 

 

九
時
三
十
分
～
十
五
時
三
十
分 

活
動
場
所 

 

太
陽
が
丘 

参
加
者 

 
 

会
員
八
名 

一
日
体
験
一
名 

植
樹
参
加
五
家
族
十
九
名 

太
陽
が
丘
三
名 

 

暖
か
な
日
差
し
の
も
と
、
太
陽
が
丘
で
の
特
別
活
動
を

実
施
し
た
。
太
陽
が
丘
「
緑
化
の
つ
ど
い
」
共
催
と
い
う

こ
と
で
、
太
陽
が
丘
の
協
力
も
得
て
賑
や
か
な
開
催
と
な

る
。 午

前
中
は
、
遊
び
の
森
の
池
背
面
の
階
段
状
の
斜
面
に

各
自
持
参
の
ど
ん
ぐ
り
苗
を
植
え
る
。
家
族
連
れ
の
人
達

は
、
慣
れ
な
い
ツ
ル
ハ
シ
、
ス
コ
ッ
プ
で
一
生
懸
命
に
穴

を
掘
り
、
鉢
か
ら
苗
を
丁
寧
に
外
し
て
埋
め
込
ん
で
い

る
。
自
宅
で
何
年
か
育
て
た
と
い
う
愛
着
が
そ
の
作
業
の

丁
寧
さ
に
現
れ
て
い
て
、
「
お
お
き
く
な
ー
れ
」
と
書
か

れ
た
竹
札
が
な
ん
と
も
可
愛
い
。
人
工
造
成
の
斜
面
で
土

壌
が
痩
せ
て
い
る
の
で
周
辺
か
ら
腐
葉
土
を
掘
り
起
こ

し
根
元
に
埋
め
込
む
。
家
庭
で
育
っ
た
苗
は
立
派
に
育
っ

て
い
る
の
で
、
新
し
い
地
で
し
っ
か
り
根
付
い
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
ア
ベ
マ
キ
な
ど
百
本
程
度
を
周
辺
の
斜
面
に

植
え
る
。 

午
後
は
大
人
ば
か
り
十
数
人
と
な
っ
た
が
、
午
前
の
作

業
の
続
き
の
ほ
か
「
緑
の
募
金
」
か
ら
い
た
だ
い
た
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
二
本
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
一
本
を
球
技
場
通
路
横
に

植
え
込
む
。
桜
並
木
の
な
か
枯
れ
て
歯
抜
け
に
な
っ
て
い

る
場
所
に
一
ｍ
ほ
ど
の
苗
木
を
植
え
支
柱
も
立
て
る
。 

朝
か
ら
密
度
の
濃
い
作
業
を
こ
な
し
日
差
し
が
傾
く

夕
方
、
一
同
心
地
よ
く
疲
れ
も
現
れ
て
き
て
よ
う
や
く
作

業
を
終
え
る
。
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

（
山
口 
香
屋
子
） 
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臨
時
活
動 

ア
ル
プ
ラ
・
マ
ル
シ
ェ
ス
プ
リ
ン
グ
に
参
加 

「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
と
一
緒
に
樹
木
で
遊
ぼ
う
」 

活
動
日 

 
 

三
月
二
十
五
日
（
土
）
曇 

活
動
時
間 

 
十
時
～
十
六
時 

活
動
場
所 

 
ア
ル
プ
ラ
ザ
宇
治
東
特
設
会
場 

参
加
者 

 
 

会
員
十
名 

来
場
者 

木
工
三
十
一
名 
丸
太
切
二
十
二
名 

薪
割
五
名 

 

今
回
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
、
昨
年
十
月
の
宇
治
橋
通
り
笑

顔
が
わ
ん
さ
か
フ
ェ
ス
タ
で
当
会
の
「
樹
木
で
遊
ぼ
う
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
特
別
活
動
を
見
ら
れ
た
、（
株
）
平
和
堂
・
ア
ル
プ

ラ
ザ
宇
治
東
店
の
担
当
者
様
か
ら
参
加
の
打
診
が
あ
り
、
当
会

の
活
動
趣
旨
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
と
も
に
市
民
の
方
々
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
役
員
会

に
諮
り
参
加
を
決
定
し
た
。
（
（
株
）
平
和
堂
は
京
都
モ
デ
ル
フ

ォ
レ
ス
ト
協
会
の
会
員
で
、
和
束
町
の
湯
船
森
林
公
園
で
森
林

づ
く
り
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。） 

十
時
前
に
全
員
が
集
合
、
ト
ン
ボ
作
り
の
木
工
体
験
、
ヒ
ノ

キ
の
丸
太
切
り
体
験
、
お
よ
び
今
回
初
め
て
実
施
す
る
コ
ナ
ラ

の
薪
割
り
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
を
手
際
よ
く
設
営
し
、
十
一
時
の

オ
ー
プ
ン
を
待
っ
た
。 

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
は
あ
っ
た
が
、
十
一
時
に
京
都
翔
英

高
校
吹
奏
楽
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
で
イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー

ト
。
そ
の
直
後
か
ら
当
会
の
ブ
ー
ス
に
ト
ン
ボ
作
り
や
丸
太
切

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
供
達
が
来
て
く
れ
た
。
特
に
ト
ン
ボ

作
り
は
一
四
時
半
の
終
了
時
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
状
況

だ
っ
た
。 

今
回
の
来
場
者
は
右
の
と
お
り
。
な
お
、
並
行
し
て
行
っ
た

緑
の
募
金
活
動
に
つ
い
て
は
、
二
，
五
二
〇
円
の
募
金
額
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。 

本
年
度
最
後
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様

お
疲
れ
様
で
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

（
記 

深
田 

和
夫
） 

所
感 

 
 

八
十
歳
に
な
り
ま
し
た 

 

後
援
会
に
移
籍
し
ま
す 

粟
津 

國
雄 

  

こ
こ
一
、
二
年
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
道
を
活
動
場
所
に
向
か
う
時
、
今
ま
で
な
ら
先
頭
を
歩
い
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
は
後
方
を
付
い
て
行
く
始
末
。
作
業
時
も

初
心
者
に
手
本
を
見
せ
る
も
の
の
、
本
作
業
に
は
口
だ
け
で
参

加
。
お
ま
け
に
や
り
過
ぎ
る
と
腰
痛
が
出
て
く
る
し
、
八
十
歳

で
す
。 

 

私
が
本
会
に
入
会
し
た
の
は
平
成
十
一
年
、
発
足
三
年
目
の

三
期
生
で
す
。
初
年
度
、
二
年
度
と
応
募
し
た
も
の
の
落
選
。

当
時
は
す
ご
い
人
気
で
し
た
。
入
会
時
は
ま
だ
会
社
に
勤
め
て

い
た
の
で
、
休
日
に
山
に
入
っ
て
新
鮮
な
空
気
を
吸
い
、
山
道

を
歩
き
、
樹
木
の
伐
採
に
汗
を
流
す
と
い
う
、
日
常
と
違
う
活

動
に
心
身
共
癒
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

入
会
二
年
目
に
副
会
長
、
三
年
目
に
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

こ
の
年
か
ら
宇
治
市
は
会
の
運
営
か
ら
撤
退
し
、
本
会
は
自
立

し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
具
体
的
に
は
規
約
の
改
正
、
事
務
局

の
設
置
、
組
織
体
制
の
充
実
等
を
図
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

そ
れ
以
降
多
く
の
方
々
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
今
日
ま
で
来

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
事
務
局
長
に
木
曽
氏
を
選
任
し
た
の
は

大
殊
勲
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
長
は
替
わ
っ
て
も
木
曽
事
務

局
長
は
そ
の
任
を
全
う
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
あ
る
の

み
で
す
。 

 

こ
の
二
十
三
年
間
、
色
々
な
事
を
手
懸
け
ま
し
た
。
研
修
旅

行
、
外
部
行
事
へ
の
参
加
、
記
念
誌
の
発
行
、
白
川
の
山
で
の

活
動
等
々
。
そ
し
て
、
私
自
身
、
森
林
か
ら
仲
間
か
ら
元
気
を

貰
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

後
援
会
員
に
な
っ
て
も
定
例
活
動
や
特
別
活
動
に
時
々
参
加

さ
せ
て
頂
く
つ
も
り
で
す
。
会
報
の
配
布
も
今
ま
で
ど
お
り
お

手
伝
い
し
ま
す
。 

 

永
い
間
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

臨
時
活
動 

緑
の
募
金
に
よ
る
桜
・
ム
ク
ノ
キ
等
植
樹 

 

定
例
活
動
で
全
部
植
樹
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
三
月
二
十
四
日
（
金
）

昼
か
ら
、
深
田
会
長
を
含
め
四
名
で
緑
の
募
金
に
よ
る
桜
二
本
を
大
屋
根

休
憩
所
付
近
に
植
樹
し
た
。
し
か
し
時
間
の
関
係
上
、
ム
ク
ノ
キ
等
は
京

都
大
作
戦
の
森
に
仮
植
え
し
た
。
時
機
を
見
て
本
植
え
を
す
る
予
定
で
あ

る
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

（
記 

木
曽 

宗
統
） 

今
後
の
活
動
・
行
事
の
案
内 

令
和
五
年
五
月
以
降
の
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

五
月
定
例
活
動 

五
月
二
十
一
日
（
日
）
天
ケ
瀬
森
林
公
園 

・
二
十
五
周
年
記
念
樹
十
選
の
樹
名
板
取
り
付
け 

 

・
天
ケ
瀬
森
林
公
園
実
態
調
査 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
か
ら
の
お
報
せ 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
は
新
し
い
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 

入
会
金 

千
円 

 

年
会
費 

二
千
円 

活
動
日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

編
集
後
記 

 

三
月
二
十
四
日
、
森
林
公
園
自
由
広
場
の
桜
が
満
開
。
あ
い
に
く
の

曇
空
だ
っ
た
が
、
で
も
心
が
惑
わ
さ
れ
る
ほ
ど
き
れ
い
だ
っ
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
会
報
担
当 

木
曽 

宗
統
） 

（
写
真
担
当 

田
中 

一
夫
） 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ

事
務
局 

 
 

 
 

宇
治
市
折
居
台
二
丁
目
一―

五 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

木
曽 

宗
統 

方 

℡
〇
九
〇―

九
二
七
〇―

〇
七
六
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